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BCG接 種後 発生 した骨結核病 巣 よ り分離 した抗酸性 菌につ いて
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BCGに つい てはCalmette1)以 来 その 毒性 お よび

毒性復帰が否定 され てい るが,一 方,最 近例数 は多 くは

ないが,BCG接 種に よるこ とを疑わせ るlupus,あ る

いは骨結核の発病例,死 亡例 な ども外 国においては報 告

されてお り,そ れ らはUstvedt2),van Deinse3)に よ

り総説 され てい る。

私 は今 回BCG接 種後潰瘍 に続 いて起 こった左 腓骨 骨

結核病巣か ら分離 きれ た抗酸性菌 について同定を試 み,

牛型 を疑 わせ る弱毒結核菌 と同定 しえたので報告 す る。

もちろん,弱 毒牛 型結核菌 と人型結核菌 との本態 的鑑別

が困難 な現在,BCG接 種後 に病巣 よ り分離 された 結

核菌 をBCGで あ ると決定 し,BCGに よ る 発病 で

あ ると断定す ることはほ とん ど不 可能 であ ろ う。 しか し

なが ら,す べ ての予防 接種 には被接種 者側の要 因に よ り

異常 な反応が 起 こる司能性 は十分考慮 されねばな らず,

こ とにBCGの ご とき生菌予防接種 にはあ る程度の危

険性(そ れ は きわめて小 さい もので茂)るとして も)を 常

に顧慮 し,接 種の適応決定,接 種後 の観察 は十分慎重 に

行 なわれ るべ きもの と考 える。 この点 についてはやや も

すれ ば等閑 に されが ちな現状で あ るが,本 報告 によ りこ

の よ うな現状 を改 める1つ の転機 を与 ええれば幸 い と考

える。

I臨 床 経 過

昭和26年6月 生れ の女児 で,家 族歴,既 往歴 に 結

核性疾患は認 め られ てい ない。 その 臨床経過 は表1に

示 した。す なわち昭和27年10月(生 後1年4ヵ 月)

BCGを 左 上腕部 に接種,引 続 き同部 に難治性 のBCG

潰瘍 を生 じ,昭 和28年11月 左環指腫脹 を,さ らに昭

和29年 秋に は左下腿腫脹 を認 め るにいた り同年10月

来院 した。初診時の診断 は,1)左 上腕BCG接 種後

皮膚結核,2)左 環指風棘,3)左 脛骨 ・腓骨結核 で,当

時 ツベル ク リン反応陽性(13×15),赤 沈値1時 間72を

示 し,胸 部X線 写真 にて肺門周 囲浸潤 を認 めた。

外来通院中INH内 服,患 肢副子固定,皮 膚病巣 に

は親水軟膏 を用 いていたが好転 しなかっ たため,同 年11

月入院 した。入院後SM,PASに よる化学療法 を行

ない,約1ヵ 月後環指 な らびに 腓骨病巣掻 爬を 行なっ

た。掻爬組織 を培養 したが結核菌 を証 明 しえず,病 理組

表1臨 床 経 過

織学 的に も特 異性炎症像 は認め られなかった。経過良好

で 同年12月 退院,昭 和30年2月 には 化学療 法 も中

止 した。

ところが 同年4月 ころよ り皮 膚結核 増悪 し,左 腋 窩 リ

ンパ腺 に膿瘍形 成をみたため,切 開,排 膿 した。膿汁培

養 においては化膿菌,結 核菌 と もに陰性であ り,ま た ベ

ニ シ リン,マ イシ リンの化学療 法では著効 を認めなかっ

た。 そして同年5月 ころ よ り腓骨X線 像 も悪化 した

ので,6月 再入院せ しめ再 びSM,PASお よびINH

に よる 化学 療法 を 開始 した。 そして 同年7月 腓骨病

巣切除お よび骨移植術 を行 なっ たが,そ の さい腓骨切 除

病巣 を培養 した ところ抗酸性菌が証 明 され,ま た切 除病

巣に病理組織学的 に も結核性病変(写 真1参 照)を 認 め

たので この抗酸性菌 につ いて以下 の性状 を検査 した。

なお,入 院 中BCG接 種後潰瘍部,胃 液 か らの培養

を2回 試み たが,抗 酸性菌 は 証 明し えなか った。 また

BCG接 種以前 の ツベル ク リン反応 に つ いては家 人 の

記憶 お よび記録が 不確か なため明 らか ではない。
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写真1昭 和30年7月 切除せ る腓骨病変

II細 菌学的検査

1.菌 の分離

昭和30年7月,腓 骨病巣切除術 を 行なった さい摘

出 された 左腓骨 骨片を,乳 鉢 中で 磨砕 しなが ら1%

NaOH処 理 し,そ の0.1mlず つを1%小 川培地5

本 に移植,培 養 した ところ,31日 目の観察 において4

本 の培地 に計7コ の集落 を牛 じてい るのが認 め られた。

その さい の集落 は径2～5mm,不 正形,白 色不透明で

隆起 し,表 面粗で皺 状 を呈 し,結 核菌 を疑 わせ る性状で

あつた。そ こで これ ら7コ の集落 を おのおの 小川培地

に純培養 し分離株No.1～No.7と して保存,以 下各

種性状について 同定 を行なった。

なお以下の実験の さい,対 照 として 牛型 弱毒結 核菌

BCG株,人 型結核菌H2株(い ずれ も予研 よ り分与

された凍結乾燥菌株),人 型結核菌H37Rv株,牛 型結

核菌 三輪株,非 病原性抗酸 性菌Mycobacterium607株

(いずれ も慶大細菌学教室 よ り分与 された もの)お よび

牛 型結核菌TC50株(公 衆 衛生 院微 生物部 よ り分与

された もの)を 用 いた。

2.分 離菌株 の一般性状

a.形 態,染 色性

分離時の集落,あ るいは分離 後小川培地に37℃2週

間培養せ る ものについてZiehl-Neelsen法 によ る抗酸

性染色 および抗煮沸試験 を 行 なった。 結果はNo.1～

No.7株 のすべ てが 定型的抗酸性菌 の形態,染 色性 を示

し,抗 煮沸試験で はKf.10以 上 を示 した。

b.コ ー ド形成

結核菌の毒力 とcord形 成の関係 についてはMiddle-

brookら4)の 報 告以来多 くの報告があ り,一 般 に 強毒

株 はcord形 成が著明で あるのに反 し弱毒株 は あま り著

明でな く,無 毒株 はcordを 形 成 しない と いわれてい

る。

Yegian and Kurung5)はcord形 成 をみ るための培

地 としてTween-albumin液 体培地 に5%人 血清 ま

たは血漿 を加 えた ものが よい とし,ま た 山本6)はslide

culture法 を行 な うには,石 油 ベ ンジン処理 に よ り単個

の菌 を スライ ドガ ラス上に均等 に固着 させ た ものを培養

す るのが よい としてい る。そ こで これ らにな らい分離株

お よび対照諸株小川培地1週 間培養菌1白 金耳 を石油

ベ ンジン2mlに 浮游,軽 く遠沈 した上清 を1白 金耳

スライ ドガ ラスの 一端に塗抹,5%人 血清加Tween-

albumin培 地 中でslide cultureを 行 ないcord形 成の

有無 を検 した。結果はcord形 成は分離 株において も対

照のBCG,入 型H2,H37Rvお よび牛型三輪 とと も

に認め られ,そ の程度には差 は認 め られなかった。

c.薬 剤耐性 お よびcatalase活 性

分離菌株 および 対照諸株 の 小 川培地2週 間培養菌 よ

り手振 り法によ り作製 した菌液 に ついて,1%小 川培

地 を用 いた間接 法によ りSM,PAS,INHの3薬

剤 に刻す る耐性 を測定 した。その結果分離株 はいず れ も

上記薬剤 に対 して1μg/mlに 部分耐性 を 示すのみで,

対照 のBCGそ の他 の株 とほ とん ど同 じ態度 を示 した

(表2)。 なお,こ の さいcatalase活 性をMiddlebrook7)

の方法 にて定性的に検査 したがいずれ も活 性 を示 した。

次 に,分 離株 な らび に対1照諸株 のpyrazinamideに 対

す ろ耐性 を検査 した。pyrazinamideに 対す る 耐性検査

はMcDermott and Tompgett8)に 従い,pHメ ーター

に よつてpH5.5に 補正 した10%馬 血清 加Kirchner

培地 を用いて小川培地4週 培養菌 よ り作 つた 菌液 につ

いて行ない,37℃4週 後に発育 の有無 を判定 した。 そ

の結果 は人型H37Rv株 は6μg/ml以 下の感受性 を示

したのに対 し,分 離株 はBCG,三 輪株等牛 型菌 と同

様 に200μg/ml以 上の耐性 を示 した(表2)。pyrazl-

namide感 受 性試 験は このほか 入型黒野株,患 者分離株

3株,牛 型牛10株 につい て も行なつ たが,牛 型牛10株

が200μg/ml以上 の耐性 を示 したほか はす べて6μg/

ml以 下の感受性 を示 した。

d.中 性紅試 験

Dubos and Middlebrook9)は,中 性紅試 験に よる

cytochemical reactionに よ り結核菌 の毒力 を推察 しう

ろと述ベ,以 後 多 くの追試 に よ り中性紅試 験にて有毒菌

と無毒菌 の鑑別 の可能 な ことが報告 されてい る。

そ こでDubosら に従い以下 のご とく中性紅試験 を行

なった。すなわ ち 小川培地4週 培養菌約5mgを50

%Methanol5mlに 浮游,37℃1時 間放置後,遠 沈,

沈渣 を再 び50%Methanolに 浮游,37℃1時 間放置

して生 じた沈渣 に5%食 塩 水お よび1%Sod.bar-

biturate等 量混 合液5mlを 加 え,こ れ に0.05%中

性紅溶液0.2mlを 加 えて数分後に その色 を観察 した。

赤色 の呈色 を もっ て陽性す なわ ち強毒株 とす るので ある

が,分 離株 はいず れ も弱陽性,対 照 の人型H2,H37Rv

株 は陽性,牛 型TC50,三 輪株は弱陽性,BCG株 は

弱陽性,Mycobacterium607株 は陰性であった(表2)。
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e.Besredka培 地 におけ る発育

JensenはMeyerの 論文 中10)でBCGはBes-

redka培 地 に 発育 しない と述べ て い るので,分 離株 お

よび 対照 として 人型H2株,牛 型TC50株 および

BCG株 の小 川培地4週 培養 よ り手振 り法で作製 した蒸

溜 水菌液 を用 い,生 菌単位10億 コと100万 コの2種

の菌 量をBesredk&培 地に 移植 した。37℃ に4週 間

培養 し,そ の間発育 の有無 を肉眼観察 と,遠 沈沈渣 の染

色鏡検 によ り判 定した。その結果 は分離菌株 および対照

BCG株 は明 らか に他 の 対照菌株 よ りも発育が劣 り,

ことに接種菌 量100万 コの きいには 全 く発育が み られ

なか つた(表2)。

f.Niacin試 験

最近Konn◎ ら11)12)はcyanogen bromide法 を用

いた呈色 反応に よ りNiacinを 定性 的に検 査 し,人 型結

核菌 は陽 性であ るが牛 型結核菌 は陰性であ ると報 告 して

い る。

すなわ ちKonno11)はLoewenstein-Jensen培 地に

培養 した 菌 を4%anilin溶 液1mlに 浮游後10%

cyanogen bromide 1mlを 加 えたのち,カ ナ リヤ黄色

を発現 す るものを陽 性すなわ ち人型結核菌 としてい るの

で,こ の方法 に従 い分離株 および対照諸株 の小 川培地 の

4週 間培養菌 についてNiacin試 験を行 なつた。結果 は

人型H2,H37Rv株 は明 らかに陽 性 を示 し,分 離株,対

照牛 型菌 諸株(BCGも 含 め)お よびMyc.607株 は

陰性を示した(表2)。

またKonnoら12)はSauton培 地50mlの 培養濾液

に40%NaOH2mlを 加 え,沸 騰水中にて1時 間加

水分解せ しめた もの1mlに ア ンモニア緩衝液2mlを

加 え,さ らに10%cyanogen bromide 2mlを 加 え

混和 し,著 明な黄色 発現 を もつて陽性 としてい る。

そこで この方法に よ り分離株 お よび対照諸株 のNiacin

試験 を行 なつ た結果,入 型H2,H37Rv株 は 弱陽性,

分離株 お よび牛型菌諸株 は陰性で あったが,人 型菌 に も

Konnoら の報告 のご とき著明 な黄色発現 は認 め られな

かつた。

表2分 離 株 の 一 般 性 状

3.分 離菌株の毒力

分離菌株お よび対照 として人型H2株,BCG株,

な らびに一部実験では牛型TC50株 を 用いて,そ れ

らの モル モ ッ トお よび ウサギに対す る毒力試験 を行 なっ

た。いずれ も使用菌液 は1%小 川培地2週 培養菌 よ

り手振 り法に よ り作製,こ れ を軽 く遠沈,粗 大菌塊 を除

い た上清 を比濁に よ り濃度 を規正 し,菌 液中 の生菌単位

の一定 をはかつた。 また毎回の実験におい て培養に よ り

接種菌液 中の生菌単位 を確か めた。

a.モ フレモ ッ ト静脈 内接種

分離株 の代表 としてNo.6株 の700×104お よび70

×104生 菌単位の2種 と,対 照 として人型H2株2×

104生 菌単 位およびBCG株31.5×104生 菌 単位 を

各群5～6匹 ずつ の体重400～600gの モル モ ッ トの下

肢静脈 に接種 した。接種後24時 間,2週 間お よび4週

間 目に屠殺 して肺,肝,腎,脾 の定量 培養 を行ない,ま

た各臓器 の病理組織標 本を作 製,病 理組織変化 を観察 し

た。

定量培養 の結果 は表3に 示 した よ うに,接 種後24時

間 目においては菌株 間の差 に よるよ りも接種生菌 数に よ

る保菌 の差が認 め られたが,2週 日においては菌株 に よ

る差が 判然 と現われ,No.6株 接種群 では接種菌量 の多

少にか かわ らず臓器内の 菌 数は減 じ,BCG株 接種群

と大体 同様 な結果 を示 したのに対 し,H2株 接種群 では

臓器 内の菌 数は非 常に増加 していた。接種後4週 目にお

いて もNo.6,BCG株 接種群 では第2週 目と同様 少

数の菌 を保菌 していたにす ぎなか つたが,H2接 種群 で

は多数 の菌 を保菌 していた。

この分離株No.6株 接種 モルモ ッ ト各臓器 を 病理組

織学 的に検索 す ると,脾 のみに類 上皮細胞 および ラング
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表3モ ル モ ットに対す る毒力(静 脈 内接種)

臓器 内菌消 長(臓 器10mg当 り)

c:雑 菌混入のため菌数算定不能

ハ ンス氏型巨細胞 よ りな ろ明瞭な結核結 節が認 め られた

が,対 照BCG株 接種 モルモ ッ トにおけ ろと 同様,

肺,肝 には 明瞭な 結核結 節は 認め られなかった。 強毒

H2株 接種 モル モ ッ トにおいては,肺,肝,脾 に明瞭な

結核結 節が認 め られた。なお,腎 にはすべ ての菌株接種

モルモ ッ トにおいて結核性病巣 を認 め るこ とが で きなか

った。したが つて脾 におい て結核性病変 の程度 を比較す

う と,強 毒H2株 接種 モルモ ッ トにおい ては写真2に

示す ご とく,肉 眼的 に も,組 織学的 に も大小の結核結節

が相接 して多数認 め られたのに対 し,分 離株接種 モル モ

ッ トにおい ては写真3の ご とく結核結節の数はやや少 な

く,BCG株 接種 モル モ ッ トで は写真4の ご とくその

数が さ らに少数であった。以上 を総合す ると分離株 接種

モルモ ッ トにおけ る結核 性病 変は,BCG株 接種 の も

のよ りやや強 く,強 毒H2株 接種 の ものよ り軽 度であ

つた とい うこ とが で きる。

b.モ ルモ ット脳 内接種

次 にSmithburn13),渡 辺14)に 従い,モ ルモ ッ トの

脳 内接種 による 毒力試験 を 行 なつた。 す なわ ち 分離株

No.6株70×104生 菌単位,対 照 として 人型H2株

写真2強 毒 入型H2株 静脈 内接種 モルモ ッ ト

の脾 臓(4週 目)

写真3分 離株No.6株 静脈 内接種 モル モ ッ ト

の脾 臓(4週 目)

写真4BCG株 静脈 内接種 モルモ ッ トの脾

臓(4週 目)

2×104,BCG株31.5×104生 菌単位 を各2匹 宛の

モル モ ッ トの脳 内に接種 した。接種後は毎 日臨床症状の

有無 を観察,ま た隔 日に体重 を測定 した。結果 は図1に

示す よ うに,H2株 接種 の2匹 は接種 後1週 目ころよ

り元 気がな くな り,10日 以後体重 減少著 しく,20日 目

ころよ り下肢の不全麻痺が 現われ,26日 目に 相前後 し

て2匹 とも脳症 の もとに死亡 した。 そして この さいの
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臓器の培養 の結果,脳,脾 臓 よ り多数の菌が培養 された

が,病 理組織 学的には著 し き結核性変化 は認 め られ なか

つた。 これに対 しNo.6株 およびBCG株 脳 内 接種

モルモ ッ トにおいては,体 重減少 はほ とん どみ られずに

か えつて増 加し,全 経過 を通 じ臨床症状 も認 め られ なか

つた。接種 後12週 日に屠殺,脳,肺,肝,脾,腎 の臓

器定量培養お よび病理組織 学的検索を行なったが,No.

6株 接種の1匹 の脳お よびBCG株 接種 の2匹 の脳

お よび1匹 の脾に きわめて少数の菌 を証 明したのみで,

病理組織学的に もほ とん ど結核 性変化 は認 め られなか っ

た。

図1モ ル モ ッ トに対す る毒力(脳 内接種)

接種後のモルモット体重変化(2匹の平均)

剖検時の臓器内菌 数

C雑 菌混入のため菌数算箪定不能

なお,モ ル モ ッ トの感染実験において使用 したモルモ

ッ トはすべ て実験前に ツベル ク リン反応陰性な ることを

確か め,ま た感染後 は逐時 ツペル ク リン反応 を行ない陽

転時期 を確かめ たが,全 実験 を通 じ分離株 接種 モルモ ッ

トは感染後第9週 ころに 陽転 したのに比 べ,対 照人型

H2株 お よびBCG株 接種 モル モ ットでは感染後第4

週 ころに陽転 を示 した。

c.ウ サギに対す る毒力(戸 田の四肢法)

Toda15)は 家兎四肢皮内に結 核菌 を接種 し,強 毒牛型

菌 は局所 の治癒性の ない潰瘍 と所属 リンパ腺の腫 脹乾 酪

化 を きたす のに対 し,人 型菌 は局所に潰瘍 を形 成 して も

治癒,瘢 痕化 し,所 属 リンバ腺の変化 も少な く,こ れに

より人型結核菌 と牛型結核菌 の鑑別 をな し うるとしてい

る。そ こで分離菌株 にっい てこの方法 を行 なってみた。

使用菌株 は 分離 殊の 代表 としてNo.6株150×104生

菌単位,対 照 として人型H2株100×104,BCG株

60×104お よび 牛 型TC50株250×104生 菌 単位 を

2匹 の家兎の四肢皮内に接種 した。その結果 は強毒牛型

菌TC50株 のみが 局所 の 著 明な潰瘍形成 と所属 リン

パ腺の著明な腫 大 を起 こしたが,No.6株 その他 の株は

ほ とん ど変化 を起 こさなかった。

III考 察

BCG予 防接種後に発病,病 巣か ら分離 され た 結核

菌 をBCGで あ る と推定 した報告 はわが 国においては

み られ て い ないが,外 国においては 数例報告 されてい

る。 す なわ ちMeyerlo)はBCG接 種後全身 リンパ

腺 を主 として冒すscrofulosisと い う特 異な経過 を とる

結核症 によ り死亡 した1例 を報告 し,経 過 中に13の 検

査材料か ら分離 された抗酸性菌はJensenに よ りBes-

redka培 地に発育 しない こと,お よびモルモ ッ トあ るい

はウサギに対す る毒力が きわめて 弱い ことか らBCG

で あ ると同定 され てい る。 また,Thrap-Meyerら16)

によつ て も1例 のBCG接 種後の胸壁膿瘍 と主 として

リンパ腺,骨 を冒す全身結核症が報 告 されてお り,16の

検査材料か ら分離 された抗酸性菌はOeding and He-

sselbergに よ り実験動物 に対す る弱毒 なこ と,cord形

成の弱 いこ とか らBCGで ある と推察 されてい る。 こ

れ らのほか 死亡例 としてはHoustrom and Hard17),

Falkmerら18)の 報告 な どが あ り,以 上4例 の 死 亡例

のほかsBCG接 種後 のlupus,あ るいは 骨結核 発病

例 な どについて,Ustvedt2),van Deinse3)に よ り総説

が な されてい る。

今回,私 はBCG予 防接種後 に発病 した骨病巣か ら

分離 された抗酸性菌 について同定 を行 なったが,そ の結

果 は少な くともこの菌が弱毒結核菌で あることが モル モ

ットに対 す る毒力 の弱 いこ とな どか ら示 された。すなわ

ち,モ ルモ ッ ト静脈 内感染後 の菌消長か らみて も,明 ら

かにモルモ ットの体 内で の増殖力 は対照BCG株 と同

様 に弱 く,ま たSmithbum13),渡 辺 鋤 に よ り結 核菌

の毒力 の差が もっ ともよ く観察 され る方法 として推奨 さ

れたモルモ ッ トの脳内接種 による毒力試験の結果 も,こ

の分離菌株がBCG株 と同様に弱毒で あることを明 ら

か にしてい る。そして本分離菌株 がINHに 対 し耐性

で な く,ま たcatalase活 性 も有 してい るこ とか ら,こ

のモルモ ッ トに対す る弱毒性 はINH耐 性のためでな

い こ とは明 らかで ある。 また試験管内におけ る検査 の う

ち,cord形 成能 におい ては,分 離株 のcord形 成が 少

ない とい う結果 は得 られ なかったが,こ の さい同時に行

なっ た対照BCG株 についての 実験において もcord

形成が 少ない とい う結 果は得 られ なかった。またDubos

ら9)の 提唱 によ る中性紅試験 の結果 は,少 な くと も分

離株 が対照BCG株 同様弱陽性 を示 し,人 型H37Rv,

H2株 が明 らか な陽性 を示 したの とは異なっていた。 一

方,戸 田15)の 四肢法に よるウサギに対す る毒力 を検 し
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た結果 も,本 分離株が ウサギに対 しBCG株 同様毒力

が弱い ことを示 してい る。これはモルモ ッ トに対す る病

原性の弱い こととともに,本 分離株が牛型で あっ た とし

て も弱毒菌 であ るこ とを示す もので あろ う。

結核菌 の牛型,人 型 を鑑別す るた めには モル モ ッ トお

よび ウサギに対す る毒力 をみ るほかには従来方法がない

とされてい るが,弱 毒菌につい ては これ らの毒力試 験に

よ り鑑別す るこ とは不可能で ある。 しか し,最 近Konno

ら11)12)はNiacin試 験 によ り,人 型菌 は 陽 性であ る

が牛型菌 は陰性であ るとしてお り,今 回の実験 において

も対照人型菌株は陽性であつたのに対し,分 離菌株 は対

照牛型菌株(BCG株 も含 め)と ともに陰性 であった。

さ らに,私 が行 なっ たpyrazinamide感 受性検査 にお

いて,対 照 人型菌株 および患者分離菌株が6μg/ml程

度 の感受性 を示 したのに対 し,分 離菌株が対照牛型菌株

(BCGを 含 め)と と もに200μg/ml以 上の 耐性を

示 したこ とは注 目された。pyrazinamideが 牛型結核菌

実験的結核症 に対 し効が少 ない ことはDessauら19)に

よ り報告 されてお り,ま た試験管 内におけ る感受性 も牛

型菌が人型菌 よ り劣 ることが報 ぜ られてい る20)～22)。こ

こに得 られたNiacin試 験お よびpyrazinamide感 受性

検 査の結果 は,こ れ らの報告 とあわせ考 え るとき,分 離

菌株 が牛型菌 であ る可能性 を示す もので あろ う。

また,Meyer10)の 症例 か ら分離 された 結 核菌が,

Besredka培 地に 発育 しない ことを もってJensenは

BCGで ある と して い るが,今 回の 分離 菌株 が 対照

BCG株 とともにBesredka培 地 に 発育 不良であつた こ

とは,分 離菌株 とBCG株 との類 似性を示す もの と考

え られ る。 そしてBesredka培 地 におけ る増殖 の 有無

には接種菌量が 関係す ることがvanDeinse3)に よ り指

摘 されてい るが,今 回の実験 において も分離菌株,対 照

BCG株 の接種菌量が 多い ときには 弱度なが らBes-

redka培 地 中におけ る増殖が み られた。

以上 の結果 を総合す る とき,今 回の分離菌株は少な く

とも弱毒結核菌で あることは確かで,ま た牛型であ ろ う

こ とが推察 され る。ただ し,BCGと しての 決 定的な

鑑別点が存在 しない現在,本 分離菌株 をBCGと 断定

す るこ とには一応の保留が な されなければな らないであ

ろ う。

しか し,一 方Gormsen23)が 述べ てい るよ うに,人

体に接種 されたBCGは 全身 に撒布 されている可能性

は考 え られ,被 接種 者側 の遺伝 的素質,あ るい は抵抗力

の減弱な どによ り,こ のよ うに全身 に撒布 された菌が病

巣 を作 って くる可能性 は否定で きず,き わめて少ない頻

度 ではあろ うが今回 の症例や,外 国におけ る報 告のご と

き症例 の起 こる可能性 も否定で きないであ ろう。以上の

ご ときことを考 えあわせ ると,BCG接 種 の適応決定,

接種 後の観察 は十分慎重 に行 なわれ るべ きで,本 報告に

よ りこの よ うな点についての注意が喚起 され,ま た今後

非定型的抗酸菌 の 結核症 との関連 の 研究 な どと相 まつ

て,弱 毒菌 に よる結核症 につ いての発展的 な知見への一

助 ともなれ ば幸い と考 える。

IV総 括

BCG接 種後に発病 した 骨結核症 よ り分離 された抗

酸性菌につ き同定 を行ない,次 の ごとき結果 を得 た。

1)本 抗酸性菌はKf.10以 上で,cord形 成 は認 め

られた。SM,INH,PASに 対 しては 抵抗性 では

ないが,pyrazinamideに 対 しては 人型 結核菌 と異 な

り,牛 型結核菌 同様200μg/ml以 上の 耐性 を示 した。

2)中 性紅試験弱陽性 で,Niacin試 験 に おい ては 人

型菌 と異な り牛 型結核菌 同様陰性で あ り,ま たBesred-

ka培 地 にお ける発育はBCG株 同様発育 不良 で あっ

た。

3)モ ル モ ッ トに対 して弱毒な ることが,静 脈内接種

後の菌消長,脳 内接種後の症状お よび生死観察 か ら示 さ

れた。また ウサ ギに対す る弱 毒性 も戸 田四肢 法によ り示

された。

以上か ら本抗酸性菌 は弱毒結核菌で あ り,ま た牛型で

あ ろうことが推察 された。

終 りに,御 指導,御 校閲 を賜わつた慶大医学部細菌学

教室牛場大蔵教授に深謝 し,同 斎藤 和久講 師の御教導に

あわせ深謝す る。 また前同病理学教室安見博 士,同 病理

学教室織 田医学士の御協力 を謝 し,菌 株分与 を賜 わつた

予研室橋部長 な らびに公衆 衛生院染谷部 長に感謝す る。

なお常に御鞭 撻 を頂 いた本院0沢 良夫 院長に対 し感謝 に

た えない。

本報 告の要旨は,第32同 日本結核病学会総会におい

て発表 した。
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